
算数科において既習事項を活用し、見通しをもって問題解決する児童の育成
－ 一人一人のつぶやきを生かした見通しづくりと学びの実感を生み出すふきだしの活用を通して －

研究のねらい
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実践内容



成果 課題

手立て１の見通しを移動できるふきだしにして黒板に
可視化しておくことで、既習事項とのつながりを意識

授業中の児童とのやり取りの中の言葉や児童の
ノートに書かれた気付きや考えをふきだしとして
可視化し全体で共有

自分なりの見通しをふきだしとして記入
問題解決につながったと思うふきだしには色づけ

児童とのやり取りをしながら、つぶやきを分類

一人一人がつぶやきをJamboardに付箋で入力


